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シーズの概要
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＊テラバイト級のデータの表示も可能



想定しているニーズ対するシーズの活用（案）

ＭＭＳ、地上レーザ等の高密度点群の活用ニーズへの活用
・間引くことなく大量点群を高速に動作でき、計測機能で必要な情報を抽出

従来の管理手法、解析手法の高度化ニーズへの活用
・二次元図面、オルソ画像等との連携による高度化

情報共有性の強化ニーズへの活用
・各種三次元情報と二次元図面の三次元化による情報共有力の強化

想定しているニーズに対するシーズの活用（案）
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現場導入による効果

大量点群を活かし、机上で現場の様々な情報が得られる
３Dモデルの読み込み、景観等のシミュレーションができる
二時期のデータにより、差分を見ることができる

現場導入による効果

道路附属物点検、緊急輸送道路沿道調査等

現場導入した事例
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現場導入にあたっての課題

より具体的な利活用シーンの検討課題
・検討する利活用シーンと現場とのギャップ。本当に必要な機能の情報不足。

大量点群に対する認知度や知識向上への課題
・現実的に重く扱いづらいデータであり、高速に取り扱うには知識も必要。

国交省の職員ＰＣにはソフトウェアの新規インストールが難しい

当該技術を現場導入する上での課題等

高密度点群の高速操作をコアとした利活用の拡大
・様々な事業向けのカスタマイズによる業務効率化

・点群情報に新たな情報（例：材質情報等）を付与した、より高度な
管理、分析手法

今後の技術の発展性等
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